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一
、
は
じ
め
に

　

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
浙
江
省
湖
州
金
蓋
山
を
中
心

に
全
真
教
の
龍
門
派
門
徒
と
し
て
活
動
し
た
閔
一
得
（
一
七
五
八
〜
一
八
三

六
）
は
叢
書
『
古
書
隱
樓
藏
書
』
を
編
纂
し
た
。『
呂
祖
師
三
尼
醫
世
説
述
』（
以

下
、『
説
述
』
と
略
称
）
は
、
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
た
一
篇
で
あ
る
。
本
稿
は
、

『
説
述
』
の
成
書
に
つ
い
て
考
察
し
、
合
わ
せ
て
閔
一
得
の
宗
教
に
お
け
る
そ

の
意
義
に
つ
い
て
、
以
前
拙
論
「
呂
洞
賓
と
全
真
教
」（
森
：
一
九
九
九
）
に

お
い
て
述
べ
た
所
を
補
足
し
つ
つ
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

筆
者
は
か
つ
て
上
掲
の
拙
論
（
森
：
一
九
九
九
）
に
お
い
て
、
閔
一
得
が

「
道
」
に
自
ら
を
接
続
し
「
道
」
の
正
統
性
を
調
達
す
る
際
に
用
い
る
手
段
と

し
て
、
少
な
く
と
も
二
種
類
の
相
互
に
補
完
的
な
方
法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
本
節
で
は
、
本
論
に
入
る
前
段
階
と
し
て
、
そ
の
時
の
論
を
踏

ま
え
て
、
二
つ
の
正
統
性
調
達
の
方
法
に
つ
い
て
手
短
に
ま
と
め
て
お
く
。
二

種
の
正
統
性
調
達
の
方
法
の
う
ち
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、
丘
処
機
か
ら
王
常
月
に

至
る
伝
戒
の
系
譜
を
奉
じ
る
こ
と
で
正
統
性
を
得
る
方
法
で
あ
る
）
1
（

。
モ
ニ
カ
・

エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
（M

onica Esposito

）
は
、
閔
一
得
が
構
想
し
た
こ
の
伝
戒

の
系
譜
が
、
閔
自
身
に
よ
っ
て
「
龍
門
正
宗
」
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
）
2
（

。
以
下
で
は
、
エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
の
議
論
に
依
拠
し
て
、
こ
の
正
統

性
調
達
の
た
め
の
系
譜
を
「
龍
門
正
宗
」
と
呼
ぶ
。
も
う
ひ
と
つ
が
、
呂
祖
の

扶
乩
を
介
し
て
そ
の
教
え
の
根
本
に
結
び
つ
く
（
具
体
的
に
は
、
扶
乩
に
よ
っ

て
教
え
の
内
容
を
自
ら
の
修
行
環
境
へ
と
直
接
開
示
す
る
）
こ
と
で
正
統
性
を

得
る
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
三
尼
医
世
之
道
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

三
尼
と
は
、
老
子
・
孔
子
・
釈
迦
を
そ
れ
ぞ
れ
靑
尼
・
仲
尼
・
牟
尼
と
呼
称

し
た
上
で
そ
れ
ら
を
総
称
す
る
名
称
で
あ
る
。
三
尼
は
林
兆
恩
（
一
五
一
七
〜

一
五
九
八
）
が
言
及
し
て
い
る
呼
称
で
も
あ
る
た
め
、
そ
の
起
源
は
金
蓋
山
の

外
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
淵
源
や
金
蓋
山
へ

の
伝
播
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
）
3
（

。「
三
尼
医
世
之
道
」
の
想
定
に
よ
れ
ば
、

そ
の
道
は
伏
羲
・
黄
帝
か
ら
三
尼
へ
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
三
尼
を
補

閔
一
得
『
呂
祖
師
三
尼
醫
世
説
述
』
の
形
成

│
│ 

湖
州
周
辺
の
呂
祖
扶
乩
信
仰
を
利
用
し
た
「
龍
門
正
宗
」
正
統
化 

│
│

森
　
　
　
由
利
亜
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佐
す
る
の
が
、
文
尼
と
呼
ば
れ
る
呂
祖
で
あ
る
。「
三
尼
医
世
の
道
」
に
お
い

て
は
、
呂
祖
が
扶
乩
を
通
じ
て
乩
壇
に
下
り
、
三
尼
の
道
を
説
く
の
で
あ
る
。

三
尼
の
伝
統
を
設
け
る
こ
と
で
、
閔
一
得
と
そ
の
扶
乩
信
仰
の
同
志
た
ち
は
、

呂
祖
を
通
じ
て
三
教
の
正
統
的
な
教
え
を
直
接
享
受
す
る
立
場
に
自
ら
を
置
く

こ
と
に
な
る
。

　
「
三
尼
医
世
の
道
」
を
説
く
経
典
と
し
て
は
、『
説
述
』
の
ほ
か
に
閔
一
得
撰

『
三
尼
醫
世
説
述
管
窺
』（『
管
窺
』
と
略
稱
）・
沈
一
炳
説
『
三
尼
醫
世
説
述
功

訣
』（『
功
訣
』
と
略
稱
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
閔
一
得
と
そ
の
弟
子
に

よ
っ
て
編
ま
れ
た
十
四
册
か
ら
な
る
叢
書
『
古
書
隱
樓
藏
書
』
の
第
五
册
に
收

め
ら
れ
て
い
る
）
4
（

。
以
下
で
は
、『
説
述
』
に
つ
い
て
そ
の
成
書
を
中
心
に
検
討

す
る
。

二
、『
呂
祖
師
三
尼
醫
世
説
述
』
現
行
本
の
構
成

　

閔
一
得
が
『
古
書
隱
樓
藏
書
』
に
該
書
を
収
め
て
刊
行
す
る
以
前
よ
り
、『
説

述
』
に
は
異
本
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
閔
の
記
載
に

よ
っ
て
了
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
古
書
隱
樓
藏
書
』
本
以
外
の
本
は
管
見
の

限
り
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
で
は
閔
一
得
の
記
述
に
の
み

基
づ
い
て
、
そ
の
諸
本
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
の
整
理
を
す
る
し

か
方
途
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
古
書
隱
樓
藏
書
』
所
収
の
『
説
述
』
は
、
閔
一
得
に
よ
る
道
光
戊
子
（
一

八
二
八
）
の
序
（
一
葉
表
〜
五
葉
表
）、
陶
太
定
（
？
〜
一
六
九
二
）
5
（

）
が
康
熙

甲
辰
（
一
六
六
四
）
年
に
金
蓋
山
の
龍
嶠
山
房
で
敍
べ
た
と
い
う
原
序
（
六
葉

表
〜
七
葉
裏
）、「
三
才
一
氣
之
圖
」
と
そ
の
解
説
（
八
葉
表
〜
裏
）、
お
よ
び

本
篇
（
九
葉
表
〜
二
十
三
葉
裏
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は

閔
一
得
に
よ
る
道
光
戊
子
（
一
八
二
八
）
年
の
跋
（
三
十
五
葉
表
〜
三
十
六
葉

表
）
が
あ
る
）
6
（

。
更
に
そ
の
本
篇
は
、
全
體
が
第
一
歩
か
ら
第
六
歩
に
到
る
六
段

で
構
成
さ
れ
、
各
段
す
な
わ
ち
各
歩
は
呂
祖
の
乩
示
で
あ
る
極
め
て
短
い
本
文

と
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
閔
一
得
の
疏
か
ら
成
る
。
な
お
、
陶
太
定
の
原
序
に
よ

れ
ば
、『
説
述
』
は
、
天
上
に
祕
さ
れ
て
い
る
三
尼
醫
世
の
「
本
經
」
に
つ
い

て
呂
祖
が
そ
の
義
を
闡
述
し
た
注
疏
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
經
で
は
な
い
と

い
う
）
7
（

。
閔
一
得
の
注
釈
が
「
疏
」
と
称
さ
れ
る
の
も
、『
説
述
』
の
本
文
が
す

で
に
注
で
あ
る
た
め
に
、
注
の
注
と
し
て
疏
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
閔
一
得
が
見
た
『
呂
祖
師
三
尼
醫
世
説
述
』
の
諸
本

　

閔
一
得
は
複
數
の
『
説
述
』
の
諸
本
を
參
照
し
て
彼
の
テ
キ
ス
ト
を
構
成
し

た
よ
う
で
あ
り
、
諸
本
を
入
手
し
た
經
緯
に
つ
い
て
も
そ
の
序
や
疏
の
な
か
で

説
い
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
筆
者
は
『
古
書
隱
樓
藏
書
』
所
収
の
現
行
本
の

ほ
か
に
現
存
す
る
『
説
述
』
の
テ
キ
ス
ト
を
知
ら
な
い
が
、
閔
一
得
は
自
分
が

幾
つ
か
の
異
本
や
異
本
の
存
在
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
た
経
緯
に
つ
い
て
断

片
的
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
閔
一
得
が
存
在
を
確
認
し
た

諸
本
、
入
手
し
て
内
容
を
見
る
こ
と
を
得
た
諸
本
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
現
行
本

と
の
関
係
に
つ
い
て
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
ず
、
閔
一
得
が
言
及
し
て
い
る
諸
本
を
掲
げ
る
。
な
お
、
各
本
の
呼
称
は

筆
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
簣
中
書
本
│
│
王
陽
明
の
「
簣
中
書
」
な
る
書
の
内
編
で
、
王
龍
渓
が

刊
行
し
た
と
さ
れ
る
も
の
（
一
葉
表
）。
閔
疏
に
引
か
れ
て
本
文
の
校
勘

に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
閔
一
得
は
こ
れ
を
入
手
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
た
だ
し
入
手
の
経
緯
な
ど
は
不
明
。

②
朱
珪
蔵
劉
基
跋
本
│
│
閔
一
得
は
、
乾
隆
五
十
四
（
一
七
八
九
）
年
に
、

浙
西
督
学
と
し
て
湖
州
に
滞
在
し
た
朱
珪
（
一
七
三
一
〜
一
八
〇
七
）
と

面
会
し
、
朱
が
『
説
述
』
を
珍
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
閔
一
得
は
、

面
会
時
に
こ
の
本
に
誠
意
伯
す
な
わ
ち
劉
基
（
一
三
一
一
〜
一
三
七
五
）

の
跋
が
あ
る
の
を
実
見
し
て
い
る
が
、
朱
珪
が
多
忙
で
あ
っ
た
た
め
こ
れ

を
借
り
て
抄
録
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
一
葉
裏
）。

③
黄
守
中
本
│
│
沈
一
炳
の
辞
世
か
ら
四
年
後
、
す
な
わ
ち
、
乾
隆
五
十

五
（
一
七
九
〇
）
年
頃
、
閔
一
得
が
雲
南
鶏
足
山
で
黄
守
中
と
面
会
し
た

際
、
黄
守
中
が
『
説
述
』
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
が
、
抄
録
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
（
二
葉
表
〜
四
葉
表
）。

④
朱
珪
蔵
無
名
人
手
跋
本
│
│
閔
一
得
は
そ
の
後
乾
隆
五
十
八
（
一
七
九

三
）
年
、
洞
庭
東
山
（
江
蘇
省
）
に
遊
び
、
朱
氏
邸
で
二
冊
の
写
本
を
実

見
す
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
朱
珪
が
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
本
で
あ

る
。
た
だ
し
、
跋
は
無
名
の
人
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
②
の
劉
基

跋
本
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
（
四
葉
表
）。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
朱
珪

は
二
本
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
入
手
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
。

⑤
陶
太
定
手
録
本
│
│
④
と
同
じ
く
、
閔
一
得
が
洞
庭
東
山
の
朱
邸
で
実

見
し
た
書
。
陶
太
定
（
？
〜
一
六
九
二
、
石
庵
は
そ
の
號
）
が
金
蓋
山
龍

嶠
山
房
で
手
録
し
て
序
（『
古
書
隱
樓
藏
書
』
本
の
「
原
序
」）
を
付
し
た

本
で
、
黄
赤
陽
（
黄
隠
真
）
に
よ
っ
て
輯
題
さ
れ
た
も
の
と
い
う
（
四
葉

表
）。
後
述
の
通
り
、
閔
一
得
は
こ
れ
を
入
手
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

　

①
か
ら
⑤
の
う
ち
、
閔
一
得
が
実
際
に
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
①

簣
中
書
本
と
⑤
陶
太
定
本
の
二
種
で
あ
る
。『
説
述
』
の
本
篇
で
は
、
本
文
が

示
さ
れ
た
直
後
の
閔
疏
で
は
し
ば
し
ば
「
簣
中
書
」
と
「
陶
律
師
本
」
も
し
く

は
「
陶
本
」
と
の
対
校
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、『
説
述
』
十
一
紙
に
は
「
大

壮
卦
」
に
つ
い
て
二
つ
の
本
文
、
す
な
わ
ち
「
継
於
脳
中
、
向
頂
注
之
」（
十

一
葉
表
）
お
よ
び
「
此
爲
下
手
第
一
歩
」（
十
一
葉
裏
）
の
文
字
を
載
せ
る
が
、

こ
れ
ら
の
本
文
の
文
字
に
付
さ
れ
た
閔
疏
の
冒
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
簣
中
書

の
文
字
は
同
じ
、
陶
本
で
は
「
中
」
字
は
「
際
」
字
に
作
り
、
下
の
句
に
は
「
門

上
」
の
二
文
字
が
あ
る
。「
注
之
」
は
「
一
注
」
に
作
る
（
簣
中
書
同
、
陶
本

中
作
際
、
下
句
有
門
上
両
字
。
注
之
作
一
注
）」（
十
一
葉
表
）
お
よ
び
「
簣
中

書
の
文
字
は
同
じ
、
陶
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
を
あ
ら
わ
す
こ
の
句
に
「
功
法
」

の
二
文
字
が
あ
る
（
簣
中
書
同
、
陶
本
毎
歩
此
句
有
功
法
二
字
）」（
十
一
葉
裏
）

と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
閔
一
得
が
簣
中
書
本
と
陶
太
定
本

を
入
手
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

次
に
、
閔
一
得
が
所
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
簣
中
書
本
お
よ
び
陶
太
定
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手
録
本
の
二
本
に
つ
い
て
、
閔
一
得
が
言
及
し
て
い
る
箇
所
を
確
認
し
つ
つ
そ

の
特
色
を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

（
三
│
一
）
陶
太
定
本
に
つ
い
て

（
三
│
一
│
一
）
閔
一
得
に
よ
る
陶
太
定
本
の
入
手

　

ま
ず
上
掲
⑤
陶
太
定
本
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。
閔
一
得
が
校
訂
に
用
い
て
い

る
「
陶
律
師
本
」
す
な
わ
ち
「
陶
本
」
に
相
当
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
本

で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
本
を
「
陶
太
定
本
」
と
称
す
る
。
こ

れ
を
入
手
し
た
時
の
模
様
は
次
に
引
く
閔
序
の
一
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

引
用
部
分
に
は
陶
太
定
本
の
入
手
先
と
同
じ
場
所
（
東
山
朱
氏
の
居
所
）
で
閔

一
得
が
閲
覧
し
た
④
朱
珪
蔵
無
名
人
手
跋
本
に
つ
い
て
の
言
及
も
含
ま
れ
る
。

癸
丑
の
年
、〔
私
は
〕
洞
庭
東
山
で
、
朱
氏
〔
邸
〕
に
休
憩
し
た
。
朱
氏

は
わ
が
〔
金
蓋
〕
山
の
先
輩
で
あ
る
九
還
翁
の
孫
で
、
玄
學
〔
す
な
わ
ち

道
敎
〕
を
好
ん
で
い
る
。〔
そ
の
時
、
朱
氏
は
〕
二
册
の
藏
書
を
出
し
て

〔
私
に
〕
示
し
た
。
ひ
と
つ
は
朱
文
正
〔
文
正
は
朱
珪
の
諡
〕
の
堂
に
珍

藏
し
て
い
た
本
で
、
手
鈔
本
で
無
名
子
の
手
書
き
の
跋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
わ
が
〔
金
蓋
〕
山
の
〔
陶
〕
石
庵
師
〔
す
な
わ
ち
陶
太

定
〕
が
龍
嶠
山
房
に
て
手
書
き
で
記
録
し
、
黄
隱
眞
〔
す
な
わ
ち
黄
赤
陽
〕

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
題
さ
れ
た
本
で
、
そ
の
文
の
意
味
は
ひ
と
き
わ
明
確

で
あ
る
。
鷄
足
眞
人
〔
す
な
わ
ち
黄
守
中
〕
が
詳
細
な
善
本
と
賞
贊
し
て

い
た
も
の
〔
が
こ
の
本
〕
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、〔
私
は
朱
氏
に
こ
れ
ら

の
本
を
〕
持
ち
歸
り
た
い
と
賴
ん
〔
で
持
ち
歸
っ
た
の
〕
だ
が
、
そ
の
時

に
は
そ
の
中
に
述
べ
ら
れ
た
靈
妙
な
道
理
に
つ
い
て
聞
い
て
お
ら
ず
、
愚

か
に
も
道
が
成
っ
た
後
に
〔
醫
世
の
法
を
〕
行
お
う
な
ど
と
考
え
て
〔
靈

妙
な
道
理
を
悟
ら
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
〕
い
た
。

至
歲
癸
丑
、
游
洞
庭
之
東
山
、
休
於
朱
氏
。
朱
爲
吾
山
前
輩
九
還
翁
孫
、

好
玄
學
。
出
示
藏
本
二
册
、
其
一
爲
文
正
中
堂
珍
藏
之
書
、
亦
屬
謄
本
、

而
無
名
人
手
跋
。
其
一
爲
吾
山
石
奄
律
師
手
錄
於
龍
嶠
山
房
、
輯
題
於
隱

眞
黃
祖
者
、
文
義
更
爲
明
暢
、
殆
雞
足
眞
人
所
稱
詳
善
本
也
。
因
乞
携
歸
、

其
時
未
聞
箇
中
玄
理
、
妄
期
道
成
而
後
行
之
。（
四
葉
表
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
癸
丑
の
年
、
す
な
わ
ち
乾
隆
五
十
八
（
一
七
九
三
）
年
、
洞

庭
東
山
の
朱
氏
の
藏
書
と
し
て
④
朱
珪
蔵
無
名
人
手
跋
本
と
⑤
陶
太
定
本
と
が

あ
る
の
を
閔
一
得
は
目
撃
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
陶
太
定
本
は
も
と

も
と
金
蓋
山
龍
嶠
山
房
に
あ
っ
た
手
抄
本
と
さ
れ
、
黄
隱
眞
す
な
わ
ち
黄
赤
陽

が
題
を
付
し
た
本
と
さ
れ
る
。
閔
一
得
は
東
山
の
朱
氏
の
も
と
か
ら
こ
の
本
を

金
蓋
山
に
「
携
歸
」
す
る
こ
と
を
得
た
よ
う
で
あ
り
、
入
手
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
）
8
（

。

（
三
│
一
│
二
）
黄
隠
真
撰
題
と
現
行
本
題
記
の
誤
記
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
一
点
細
か
い
事
を
述
べ
な
く
て
な
ら
な
い
。
上
の
引
用
に
も
あ
る
よ

う
に
、
陶
太
定
本
は
「
輯
題
於
隱
眞
黃
祖
者
」
と
さ
れ
、
陶
太
定
の
同
時
代
人

で
あ
る
黄
赤
陽
に
よ
っ
て
題
を
定
め
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
）
9
（

。
と
こ
ろ
が
、
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『
古
書
隱
樓
藏
書
』
所
載
の
『
説
述
』
の
冒
頭
の
題
記
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

龍
門
第
八
代
戒
子
黄
守
中
題　
　

第
十
一
代
閔
一
得
謹
疏

龍
門
第
九
代
戒
子
陶
太
定
輯　
　

第
十
二
代
沈
陽
一
恭
校 

（
九
葉
表
）

こ
の
記
載
に
よ
る
と
、『
説
述
』
に
「
題
」
し
た
の
は
黄
赤
陽
（
隠
真
、
守
元
）

で
は
な
く
、
黄
守
中
と
さ
れ
て
い
る
。
黄
守
中
と
は
、
黄
守
中
本
（
先
の
③
と

し
て
掲
げ
た
本
）
の
所
有
者
で
、
雲
南
鷄
足
山
に
い
る
鷄
足
真
人
黄
守
中
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
、『
説
述
』
に
題
を
付
し
た
の
は
、
黄
赤
陽
と
黄
守

中
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
述
べ
る
な
ら
、
上
の
題
記
に
示
さ
れ
る
第

八
代
戒
子
の
法
名
「
守
中
」
は
、『
金
蓋
心
燈
』「
黄
赤
陽
律
師
伝
」
に
お
い
て

黄
赤
陽
（
黄
隠
真
一
五
九
五
〜
一
六
七
三
）
が
王
常
月
か
ら
得
た
と
さ
れ
る
所

の
法
名
で
あ
る
「
守
元
」（
巻
二
：
二
十
五
葉
表
）
の
誤
記
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
10
（

。

『
説
述
』
に
は
、
閔
一
得
が
鶏
足
山
で
黄
守
中
の
『
説
述
』
を
目
睹
し
な
が
ら

も
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
話
が
載
せ
ら
れ
る
が
（
二
葉
表
）、
そ
こ
で
も
黄
守
中

が
『
説
述
』
の
た
め
に
題
を
記
し
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。
そ
の
題
が
黄
赤
陽

に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
事
は
、
上
の
「
閔
序
」
に
「
輯
題
於
隱
眞
黃
祖
者
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
他
、
閔
疏
の
一
節
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

裏
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
書
の
原
序
は
陶
石
庵
〔
太
定
〕
律
師
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
そ
の
標
題

は
や
は
り
黄
隱
眞
律
師
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
。〔
そ
の
題
に
〕「
呂
祖
師
三

尼
醫
世
説
述
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
書
に
は
ほ
か
に
三
聖
の
本
經

が
存
在
し
て
、
呂
祖
は
〔『
説
述
』
に
お
い
て
は
〕
そ
の
〔
本
經
の
〕
意

味
す
る
所
を
述
べ
て
人
に
敎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

是
書
原
序
爲
陶
律
師
石
庵
著
、
其
標
題
蓋
出
自
隱
眞
律
師
。
曰
呂
祖
師
三

尼
醫
世
說
述
者
、
正
以
明
是
書
尚
有
三
聖
本
經
、
呂
祖
述
其
意
以
敎
人
云

爾
。（
十
葉
表
）

文
中
で
「
其
標
題
蓋
出
自
隱
眞
律
師
」
と
記
す
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
陶
太
定
本

の
標
題
は
隠
真
律
師
、
す
な
わ
ち
黄
赤
陽
の
手
に
な
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
題
が
「
呂
祖
師
三
尼
醫
世
說
述
」
で
あ
る
こ
と
も
明
言
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
閔
一
得
に
よ
る
記
事
の
中
で
二
箇
所
に
わ
た
り
、
陶
太
定
本

の
題
目
が
黄
赤
陽
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
筆
者
が
、
上
引

『
説
述
』
巻
頭
に
「
龍
門
第
八
代
戒
子
黄
守
中
題
」
と
あ
り
、
現
行
本
の
「
題
」

が
黄
守
「
中
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
実
は
誤
り
で
、
そ
こ
に
は
本
来
黄
赤
陽
の

法
名
が
入
っ
て
い
た
は
ず
だ
と
考
え
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
黄
赤
陽
は
、
龍

門
派
弟
子
と
し
て
の
法
名
を
二
つ
有
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
は
王
常

月
か
ら
授
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
法
名
「
守
元
」
が
も
と
も
と
書
き
入
れ
ら
れ
て

い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
誤
記
が
発
生
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
閔
一
得
本
人
は
黄
守
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中
や
黄
赤
陽
に
つ
い
て
は
、
龍
門
派
系
譜
継
承
の
観
点
か
ら
念
入
り
に
そ
の
位

置
づ
け
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
誤
記
を
行
う
こ
と
は
や
や

不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
が
推
測
す
る
に
、
こ
の
誤
写
は
上
で
引
用
し
た
題

記
に
「
第
十
二
代
沈
陽
一
恭
校
」
と
し
て
示
さ
れ
る
、
閔
一
得
の
弟
子
と
思
し

き
人
物
、
沈
陽
一
の
校
正
下
で
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
三
│
一
│
三
）
陶
太
定
「
原
序
」
の
内
容

　

次
に
、
陶
太
定
の
「
原
序
」
を
見
て
み
た
い
。
現
行
本
に
載
せ
ら
れ
る
陶
太

定
の
「
原
序
」
は
、
陶
太
定
が
康
煕
三
（
甲
辰
、
一
六
六
四
）
年
に
金
蓋
山
麓

の
龍
嶠
山
房
で
著
し
た
文
で
、
陶
太
定
本
に
付
さ
れ
、
現
行
本
に
継
承
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
で
引
用
し
た
閔
疏
で
も
こ
の
「
原
序
」
に
言
及
し
て
い

る
。「
原
序
」
に
は
、『
説
述
』
の
神
話
的
な
起
源
に
関
す
る
説
明
も
載
せ
ら
れ

て
お
り
、
陶
太
定
本
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
『
説
述
』
全
体
に
つ
い
て
知
る
上

で
参
考
に
な
る
記
述
が
多
い
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

医
世
の
説
は
、
そ
の
本
経
で
あ
る
〔
本
書
の
〕
全
文
は
、
金
簡
〔
に
書
か

れ
て
〕
玉
函
に
入
れ
ら
れ
て
、
天
上
の
蔵
に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
世
の

人
々
は
こ
の
書
の
す
べ
て
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

醫
世
之
說
、其
本
經
全
書
、自
有
金
簡
玉
函
、藏
在
天
府
、世
不
概
見
。（
七

葉
表
）

こ
れ
に
よ
る
と
、『
説
述
』
の
本
文
は
天
書
で
あ
り
天
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
そ
の
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
か

れ
る
。こ

の
書
の
全
体
は
、〔
こ
の
道
家
の
医
世
説
述
の
ほ
か
に
、〕
ま
だ
儒
家
と

釋
家
の
医
世
説
述
も
あ
る
。〔
し
か
し
〕
太
律
師
で
あ
る
王
崑
陽
祖
師
は
、

異
人
か
ら
次
の
よ
う
に
聞
い
た
。「
儒
〔
の
経
書
〕
は
秦
代
に
焚
毀
さ
れ
、

釋
〔
の
経
書
〕
は
晋
代
に
焚
毀
さ
れ
、
代
々
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
た
だ
道
宗
に
お
け
る
医
世
の
入
門
の

法
〔
を
説
い
た
書
〕
の
み
で
あ
る
。」
や
は
り
、
呂
祖
が
世
に
と
ど
ま
っ

て
お
ら
れ
た
時
代
に
、
こ
の
説
を
聞
く
こ
と
が
き
た
の
で
、
そ
の
本
経
の

教
義
を
明
か
し
述
べ
て
、
法
嗣
に
授
け
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〔
呂
祖

の
述
べ
た
本
書
は
〕
本
経
の
注
疏
で
あ
っ
て
、
経
文
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
故
、
そ
の
文
は
平
明
卑
近
で
わ
か
り
や
す
く
、〔
本
〕
経
〔
所
説
〕

の
奥
深
く
微
妙
な
工
夫
や
火
候
に
つ
い
て
は
、
言
及
し
て
お
ら
ず
、
た
だ

道
宗
に
お
け
る
医
世
の
入
門
の
次
第
を
書
き
記
し
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

此
書
全
部
、
尚
有
儒
釋
醫
世
說
述
。
太
律
師
崑
陽
王
祖
聞
諸
異
人
云
、
儒

燬
於
秦
、
釋
燬
於
晉
、
世
不
可
得
而
見
矣
。
世
所
流
傳
者
、
特
道
宗
醫
世

入
手
之
則
。
蓋
呂
祖
駐
世
時
、
得
聞
是
說
、
闡
述
本
經
之
義
、
授
之
法
嗣
。

乃
本
經
註
疏
、
不
是
經
文
。
故
其
文
平
近
易
曉
、
而
於
經
中
玄
微
功
候
、

尚
未
述
及
。
第
就
道
宗
醫
世
入
手
次
第
敘
起
焉
耳
。（
七
葉
表
）

元
来
は
、
三
尼
に
対
応
し
て
儒
仏
道
三
教
の
「
医
世
説
述
」
が
存
在
し
た
が
、
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儒
仏
の
書
は
早
く
焼
失
し
、
道
家
の
「
医
世
説
述
」
の
み
残
り
、
呂
祖
が
そ
の

疏
を
著
し
て
後
世
に
伝
え
た
と
い
う
。
疏
の
内
容
は
入
門
的
な
も
の
で
、
天
上

に
あ
る
經
の
本
文
と
は
異
な
る
と
さ
れ
る
。
呂
祖
が
駐
世
し
て
い
た
時
と
は
い

つ
で
あ
ろ
う
か
。
閔
一
得
編
『
金
蓋
心
燈
』
冒
頭
所
載
「
道
統
源
流
圖
」
に
は

純
陽
帝
君
す
な
わ
ち
呂
祖
に
つ
い
て
、「
姓
呂
、
名
巖
、
字
洞
賓
、
號
純
陽
子
、

唐
朝
進
士
」（
道
統
源
流
圖
：
一
葉
表
）
と
注
し
て
お
り
、
閔
一
得
が
呂
祖
を

唐
代
の
人
と
見
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
道
家
の
『
三
尼
醫
世
説
述
』

は
唐
代
に
著
作
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
王
常
月
（
崑
陽
）

が
『
三
尼
醫
世
説
述
』
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

が
、『
説
述
』
が
王
常
月
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

原
序
の
最
後
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

こ
の
書
は
本
山
（
金
蓋
山
を
指
す
│
│
森
注
）
に
代
々
蔵
さ
れ
て
き
た
本

が
あ
っ
た
が
、
何
者
か
に
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。〔
そ
の
後
、〕
呂
祖

が
〔
乩
〕
壇
に
降
臨
し
て
、
述
べ
示
し
た
言
葉
は
非
常
に
詳
細
で
あ
る
。

こ
こ
に
謹
ん
で
そ
れ
を
記
録
し
、
そ
の
冒
頭
に
数
言
述
べ
た
。

讀
是
書
者
、
慎
毋
褻
視
焉
。
是
書
本
山
世
有
藏
本
、
不
知
誰
氏
攜
去
。
蒙

呂
祖
降
壇
、
宣
示
辭
意
尤
詳
。
爰
敬
錄
之
、
弁
數
言
於
首
。（
七
葉
裏
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
呂
祖
の
著
し
た
三
尼
の
教
説
の
注
釈
本
は
、
金
蓋
山
に
代
々

所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
持
ち
去
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

呂
祖
が
壇
に
降
り
、
お
そ
ら
く
乩
筆
に
よ
っ
て
詳
細
な
内
容
を
伝
え
た
た
め
、

陶
太
定
は
そ
れ
を
記
録
し
て
陶
太
定
本
を
成
立
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
序

が
著
さ
れ
た
の
は
、
金
蓋
山
の
麓
に
あ
る
龍
嶠
山
房
と
さ
れ
る
。
原
序
の
末
尾

に
は
、「
時
康
熙
甲
辰
元
旦
日
、
嗣
龍
門
正
宗
第
九
代
陶
太
定
謹
敘
於
金
蓋
之

龍
嶠
山
房
」
と
あ
る
。
康
煕
甲
辰
は
康
煕
三
（
一
六
六
四
）
年
で
あ
る
。
先
に

見
た
「
閔
序
」
で
は
、
陶
太
定
本
に
つ
い
て
、「
其
一
爲
吾
山
石
庵
律
師
手
錄

于
龍
嶠
山
房
」
と
述
べ
て
お
り
、
陶
石
庵
は
「
原
序
」
だ
け
で
な
く
、『
説
述
』

の
全
体
を
龍
嶠
山
房
で
手
録
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
者
か
が
金
蓋

山
所
蔵
の
『
説
述
』
を
持
ち
去
っ
た
後
に
、
陶
太
定
が
呂
祖
の
降
壇
に
よ
っ
て

そ
の
内
容
を
補
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

恐
ら
く
元
々
金
蓋
山
の
外
で
流
布
し
て
い
た
『
説
述
』
が
参
照
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
点
が
ひ
と
つ
残
さ
れ

て
い
る
。
先
に
見
た
通
り
、
閔
一
得
は
陶
太
定
本
を
、
金
蓋
山
上
や
麓
の
龍
嶠

山
房
に
お
い
て
で
は
な
く
、
洞
庭
の
東
山
に
あ
る
朱
氏
邸
で
見
出
し
て
入
手
し

た
の
で
あ
る
。
も
し
陶
太
定
本
が
金
蓋
山
に
保
管
さ
れ
て
い
れ
ば
、
閔
一
得
は

間
違
い
な
く
そ
れ
を
底
本
と
し
て
採
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
彼
は
他
所
で
陶

太
定
本
を
入
手
し
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
現

行
本
の
成
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
論
じ
る
。

（
三
│
一
│
四
）
小
括

　

以
上
を
単
純
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
総
括
で
き
る
で
あ
ろ
う
。『
説

述
』
の
本
文
は
天
界
に
存
在
し
、
儒
教
・
仏
教
・
道
教
三
教
の
テ
キ
ス
ト
が
揃
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
地
上
に
お
い
て
は
儒
仏
の
「
三
尼
醫
世
説
述
」
は
早
く
亡
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び
、
そ
の
後
は
呂
祖
が
駐
世
の
際
（
つ
ま
り
、
唐
代
）
に
注
釈
し
た
道
教
の
書

の
み
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
唐
代
以
来
金
蓋
山
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う

の
は
勿
論
伝
説
で
あ
る
。「
三
尼
」
は
明
末
以
降
に
流
通
し
得
る
語
で
あ
り
、

『
説
述
』
原
本
の
成
立
が
清
初
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
陶
太
定

か
ら
左
程
遠
く
な
い
過
去
、
恐
ら
く
清
初
順
治
年
間
に
『
説
述
』
の
原
本
は
成

書
し
、
間
も
な
く
金
蓋
山
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
本
山
世
有
藏
本
」

は
や
や
誇
張
さ
れ
た
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。
金
蓋
山
所
蔵
本
は
、
何
者
か
に
よ

り
持
ち
去
ら
れ
、
そ
の
後
更
に
金
蓋
山
麓
龍
嶠
山
房
に
呂
祖
が
降
壇
し
て
そ
の

内
容
が
詳
細
に
示
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
陶
太
定
が
原
序
を
付
し
て
そ
の
内
容
を

手
録
し
た
手
抄
本
、
す
な
わ
ち
陶
太
定
本
と
な
る
。
そ
れ
が
刻
本
で
は
な
い
こ

と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
本
は
、
陶
太
定
の
同
時
代
人
で
あ

る
黄
隠
真
、
す
な
わ
ち
黄
赤
陽
に
よ
っ
て
「
輯
題
」（「
閔
序
」）
も
し
く
は
「
標

題
」（
閔
疏
）
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
現
行
本
の
題
目
で
あ
る
「
呂
祖
師
三
尼
醫

世
説
述
」
は
、
も
と
も
と
陶
太
定
本
に
お
い
て
黄
赤
陽
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

も
の
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
│
二
）
簣
中
書
本
に
つ
い
て

　

次
に
、
閔
一
得
が
『
説
述
』
の
本
文
校
訂
に
用
い
た
も
う
ひ
と
つ
の
本
で
あ

る
簣
中
書
本
に
つ
い
て
閔
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。
閔
序
の
冒
頭
に
近
い
部
分

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

記
憶
す
る
と
こ
ろ
で
は
、〔
私
は
〕
ま
だ
若
い
時
か
ら
、
桐
柏
山
で
〔
高
〕

東
籬
老
師
の
お
そ
ば
に
つ
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
師
は
奉
天
の
人
で
、

年
齢
は
〔
そ
の
時
〕
す
で
に
百
数
十
歳
で
あ
り
、
姓
は
高
氏
で
あ
る
。
浙

閩
総
制
の
高
公
は
、
師
と
同
宗
で
あ
る
。〔
師
が
〕
辺
地
を
め
ぐ
っ
て
〔
金

蓋
〕
山
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
三
尼
医
世
の
説
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
師

は
言
わ
れ
た
。「
わ
た
し
は
か
つ
て
王
陽
明
先
生
の
簣
中
書
の
内
編
に
お

い
て
こ
れ
を
見
た
。
そ
の
門
人
の
王
龍
溪
が
刊
行
し
世
に
伝
え
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
伏
羲
や
黄
帝
が
み
ず
か
ら
世
を
治
め
た
大
道
な
の
で
あ

る
。」

憶
自
弱
冠
時
、
得
侍
東
籬
老
師
於
桐
柏
山
。
師
奉
天
人
、
年
已
百
有
十
餘

歲
、
姓
高
氏
。
浙
閩
總
制
高
公
、
蓋
師
同
宗
也
。
巡
邊
過
山
、
以
三
尼
醫

世
說
問
師
。
師
曰
、
吾
曾
見
於
王
陽
明
先
生
簣
中
書
之
內
編
、
其
門
人
王

龍
溪
刻
以
傳
世
者
、
是
羲
黃
以
身
治
世
之
大
道
也
。（
一
葉
表
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
閔
一
得
の
師
高
清
昱
は
「
王
陽
明
先
生
簣
中
書
」（
王
陽
明

が
竹
籠
に
入
れ
て
祕
藏
し
て
い
た
書
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
）
な
る
も
の

の
な
か
に
、
王
龍
溪
が
世
に
伝
え
た
三
尼
医
世
に
関
わ
る
一
本
が
あ
る
の
を
見

た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
尼
医
世
の
書
が
王
守
仁
・
王
畿
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と

い
う
説
は
附
会
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
あ
れ
簣
中
書
本
と
で
も
い
う
べ
き
本
の
あ

る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
上
の
引
用
の
内
容
か
ら
は
簣
中
書
が
『
説
述
』
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

も
明
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
先
に
見
た
通
り
、
閔
疏
に
引
か
れ
る
簣

中
書
本
の
文
字
が
明
ら
か
に
『
説
述
』
の
本
文
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
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引
用
の
中
の
簣
中
書
も
、
少
な
く
と
も
『
説
述
』
を
含
む
書
で
あ
る
と
み
な
す

の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
来
歴
に
あ
ま
り
に
も
不
明
な
点
が
多
い
簣
中
書
本
で
あ
る
が
、
現
行
本

の
形
成
に
お
い
て
は
、
簣
中
書
本
は
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
閔
一
得
が
そ
の
疏
の
中
で
行
っ
て
い
る
校
訂

の
様
式
を
見
る
と
、
簣
中
書
本
は
現
行
本
の
内
容
に
非
常
に
近
い
テ
キ
ス
ト
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。『
説
述
』
の
閔
疏
に
お
い
て
、
簣
中
書
と
陶
本
と

が
校
訂
の
た
め
に
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
上
で
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
閔
一

得
が
簣
中
書
を
参
照
す
る
際
に
は
、
一
箇
所
の
例
外
を
除
い
て
常
に
「
簣
中
書

〔
の
文
字
は
本
文
の
文
字
と
〕
同
じ
（
簣
中
書
同
）」
と
記
し
て
お
り
、
簣
中
書

の
文
字
と
現
行
本
の
本
文
の
文
字
が
殆
ど
同
一
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の

で
あ
る
）
11
（

。
つ
ま
り
、
閔
一
得
は
現
行
本
の
文
字
を
定
め
る
上
で
、
陶
太
定
本
で

は
な
く
、
簣
中
書
本
に
依
拠
す
る
度
合
い
が
高
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
に
見
た
簣
中
書
に
関
わ
る
想
定
は
、
陶
太
定
本
に
関
す
る
想
定
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
陶
太
定
「
原
序
」

に
載
せ
ら
れ
た
陶
太
定
本
に
関
す
る
情
報
か
ら
は
、
三
教
全
て
に
関
わ
る
『
説

述
』
全
書
の
本
文
が
天
書
と
し
て
天
に
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
道
家
に
関
わ
る

疏
が
唐
代
に
呂
祖
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
金
蓋
山
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
神
話
的
な

想
定
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
金
蓋
山
に
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
呂
祖
の

原
本
は
失
わ
れ
、
陶
太
定
本
は
、
呂
祖
の
扶
乩
を
介
し
て
金
蓋
山
で
復
元
さ
れ

た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
他
方
の
簣
中
書
本
は
、
王
守
仁
・
王
畿
弟
子
に
よ
り

伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
彼
等
は
儒
家
で
あ
る
が
、
儒
家
の
『
説
述
』
は
夙
に

滅
し
て
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
簣
中
書
本
と
陶
太
定
本
と
は
互
い
に
校
勘

可
能
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
（
儒
家
に
伝
承
さ
れ
た
神
話
を

有
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、）
道
家
の
『
説
述
』
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
な
お
閔
一
得
が
記
す
簣
中
書
本
に
関
わ
る
記
載
に
は
金
蓋
山
と
の
関
係

が
全
く
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
こ
の
本
が
元
来
金
蓋
山
の
外
で
成
立
し
た

呂
祖
の
扶
乩
文
献
で
あ
る
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

少
な
く
と
も
こ
の
本
は
陶
太
定
に
よ
る
編
集
を
加
え
ら
れ
る
以
前
の
段
階
で

流
布
し
た
本
と
見
做
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
が
王
守
仁
・
王
畿
に
伝
え
ら
れ
た

と
い
う
神
話
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
二
王
に
伝
え
ら
れ
た
と

い
う
神
話
を
史
実
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
筆
者
と
し
て
は
、

簣
中
書
本
は
、
陶
太
定
が
編
集
を
加
え
る
以
前
に
流
布
し
た
古
い
『
説
述
』
の

内
容
を
反
映
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
、
ひ
と
ま
ず
規
定
し

た
い
。
そ
し
て
、
現
段
階
で
は
、
そ
の
よ
う
な
陶
太
定
以
前
の
『
説
述
』
の
テ

キ
ス
ト
は
実
在
し
た
、
と
い
う
推
測
を
立
て
て
お
こ
う
と
思
う
。
な
お
、
簣
中

書
本
に
つ
い
て
、も
う
ひ
と
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、そ
れ
が
王
畿
に
よ
っ
て
「
刻

以
傳
世
」
さ
れ
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
陶
太
定
本
が
手
抄
本
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
簣
中
書
本
は
刻
本
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
、
現
行
本
に
つ
い
て

（
四
│
一
）
二
つ
の
底
本

　

上
で
見
て
来
た
所
に
よ
り
、『
古
書
隱
樓
藏
書
』
所
収
の
『
説
述
』
現
行
本
は
、
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簣
中
書
本
と
陶
太
定
本
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
陶
太
定
本

に
具
わ
っ
て
い
た
陶
太
定
の
「
原
序
」
と
黄
赤
陽
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
題
は
、

そ
の
ま
ま
現
行
本
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
行
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
両

本
と
も
に
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
簣
中
書
本
へ
の
依
存
が

比
較
的
高
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
上
で
見
た
通
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
閔
一
得
の
疏
に
は
、
本
文
に
関
し
て
簣
中
書
本
及
び
陶
本
す
な
わ
ち

陶
太
定
本
と
の
異
同
が
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
体
裁
か
ら
す
る

と
、
あ
た
か
も
ま
ず
底
本
と
し
て
使
用
し
た
本
が
別
に
存
在
し
、
そ
れ
を
簣
中

書
本
と
陶
太
定
本
と
に
比
べ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
も
し
こ

の
両
本
以
外
に
第
三
の
底
本
が
あ
る
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
底
本
に
つ
い

て
閔
一
得
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
他
の
諸
本
に
つ
い
て
比
較
的

細
か
く
言
及
す
る
彼
の
態
度
と
の
間
で
著
し
く
一
貫
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
そ
の
場
合
、
も
っ
と
も
重
要
な
本
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
現
行
本
に
は
第
三

の
底
本
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
閔
一
得
は
陶
太
定
本
と
簣
中
書
本
を
混
合
し

て
独
自
の
本
を
作
り
、
疏
を
設
け
て
そ
の
中
で
両
本
の
差
異
を
解
説
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

（
四
│
二
）
呂
祖
の
乩
筆
に
よ
る
補
填

　
　
　
　 

│
│
閔
疏
中
の
「
呂
祖
曰
」
に
つ
い
て

　

閔
一
得
が
現
行
本
を
再
編
・
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
陶
太
定
本
と

簣
中
書
本
に
よ
っ
て
独
自
の
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
構
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ

ら
に
詳
細
な
疏
を
加
え
て
本
文
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
際
、「
簣
中
書
曰
」

云
々
、「
陶
本
」
云
々
な
ど
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
異
同
を
述
べ
る
が
、

更
に
「
呂
祖
曰
」
云
々
と
し
て
詳
細
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
呂
祖
に

よ
る
乩
示
で
得
ら
れ
た
言
葉
を
注
と
し
て
記
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
説
述
』
現
行
本
の
閔
疏
の
最
後
の
呂
祖
注
は
長
文
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
「
以

上
は
道
光
三
年
に
別
々
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
此
道
光
三
年
分
所
示
者
）」

（
二
十
一
葉
裏
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
道
光
三
（
一
八
二
三
）

年
前
後
に
呂
祖
の
扶
乩
を
行
い
、
呂
祖
注
と
し
て
閔
疏
に
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
呂
祖
に
よ
る
注
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
扶
乩
と
い
う
手

段
を
用
い
て
修
行
と
著
述
を
行
う
閔
一
得
の
信
仰
活
動
を
浮
き
彫
り
に
す
る
側

面
が
あ
る
と
い
え
る
。
先
に
引
い
た
閔
序
に
お
い
て
、
閔
一
得
は
洞
庭
東
山
で

『
説
述
』
の
陶
太
定
手
録
本
を
入
手
し
た
も
の
の
、「
因
乞
携
歸
、
其
時
未
聞
個

中
玄
理
、
妄
期
道
成
而
後
行
之
」（
四
葉
表
）
と
述
べ
、「
個
中
玄
理
」、
す
な

わ
ち
『
説
述
』
中
に
説
か
れ
た
「
玄
理
」
を
悟
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
先
延

ば
し
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
後
悔
の
念
を
交
え
つ
つ
説
明
し
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
直
後
の
文
章
で
閔
一
得
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

時
は
く
だ
っ
て
道
光
五
年
、
沈
太
虚
翁
が
、
昔
授
け
た
『
醫
世
功
訣
』
に

つ
い
て
お
問
い
に
な
り
、
ま
た
呂
祖
が
沙
盤
に
降
臨
し
て
、
長
大
な
萬
言

〔
も
の
文
字
〕
を
お
示
し
に
な
っ
た
の
で
、
奧
深
い
道
理
が
と
う
と
う
明

ら
か
に
な
っ
た
。

遲
至
道
光
五
年
、
蒙
吾
太
虛
翁
詢
呈
昔
授
醫
世
功
訣
、
又
沐
呂
祖
臨
沙
、
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洋
洋
萬
言
、
玄
理
乃
明
。（
四
葉
表
〜
裏
）

こ
の
文
章
は
、『
説
述
』
の
閔
序
の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
の
引
用
箇
所
で
閔
一

得
が
得
た
『
功
訣
』
と
は
、『
説
述
』
と
は
ま
た
別
の
書
で
あ
る
。
閔
序
の
他

の
箇
所
の
記
述
に
よ
る
と
、
沈
太
虚
は
乾
隆
丙
午
、
つ
ま
り
乾
隆
五
十
一
（
一

七
八
六
）
年
に
仙
去
し
て
い
る
）
12
（

。
し
た
が
っ
て
、
道
光
五
（
一
八
二
五
）
年
に

お
け
る
『
功
訣
』
の
授
与
は
、
生
前
の
沈
太
虚
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
沈
太

虚
が
仙
人
と
な
っ
て
乩
筆
に
降
る
こ
と
で
行
わ
れ
た
信
仰
的
実
践
に
よ
る
も
の

と
見
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
際
に
閔
一
得
は
呂
祖
の
臨
沙
、

す
な
わ
ち
降
乩
に
も
浴
し
、「
万
言
」
に
わ
た
る
教
示
を
得
、
そ
れ
に
よ
り
「
玄

理
」
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
玄
理
」

と
は
、
閔
一
得
が
直
前
の
文
章
で
『
説
述
』
に
関
し
て
「
玄
理
」
を
聞
か
な
か
っ

た
と
後
悔
し
て
い
る
、
そ
の
「
玄
理
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
説
述
』

を
入
手
し
た
際
に
聞
け
な
か
っ
た
「
玄
理
」
を
、
後
の
降
乩
で
聞
い
た
と
、
閔

一
得
は
述
懐
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
時
間
と
と
も
に
修
行
に
関

す
る
理
解
や
境
地
が
進
展
し
、
新
た
な
悟
り
を
得
る
こ
と
で
「
玄
理
」
が
追
々

明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
過
程
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ

れ
が
単
に
自
己
の
悟
り
と
し
て
書
き
記
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
呂
祖
に
よ
る
降

乩
と
い
う
形
を
と
っ
て
記
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
日
頃
か
ら
閔
一
得
と
交
流
す

る
乩
手
が
い
て
、
そ
の
乩
手
の
修
行
理
解
・
経
験
の
展
開
が
こ
の
よ
う
な
進
展

を
も
た
ら
す
可
能
性
も
十
分
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

上
で
見
た
と
お
り
、『
説
述
』
の
呂
祖
注
で
言
及
さ
れ
る
年
は
道
光
三
年
で

あ
る
の
で
、「
玄
理
」
が
示
さ
れ
た
と
さ
れ
る
呂
祖
の
降
乩
よ
り
も
二
年
ほ
ど

早
い
。『
説
述
』
の
呂
祖
注
が
書
か
れ
た
段
階
で
は
、
ま
だ
「
玄
理
」
の
理
解

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
閔
一
得

は
こ
の
よ
う
に
し
て
自
分
た
ち
の
学
び
の
進
展
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
呂
祖
の

乩
筆
と
し
て
書
物
に
残
し
て
ゆ
く
と
い
う
活
動
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の

活
動
の
一
端
が
、『
説
述
』
閔
疏
の
な
か
の
呂
祖
注
に
示
さ
れ
て
い
る
と
見
て

間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
四
│
三
）
現
行
本
刊
行
の
意
義

（
四
│
三
│
一
）
金
蓋
山
に
お
け
る
陶
太
定
本
の
喪
失
へ
の
対
応

　

現
行
本
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
の
わ
か
り
に
く
い
問
題
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
閔
一
得
が
金
蓋
山
に
い
た
当
時
、『
説
述
』
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
こ
に

存
在
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
先
に
見
た
、
現
行
本
『
説
述
』

の
底
本
は
何
か
と
い
う
問
題
と
も
関
連
す
る
点
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
通
り
、

陶
太
定
本
は
康
煕
三
年
に
金
蓋
山
麓
の
龍
嶠
山
房
で
成
書
し
た
手
抄
本
で
あ
る

の
で
、
金
蓋
山
に
そ
の
手
抄
本
が
保
管
さ
れ
て
い
れ
ば
、
閔
一
得
は
必
ず
や
そ

れ
を
底
本
に
用
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
閔
一
得
は
金
蓋

山
以
外
の
土
地
で
陶
太
定
本
を
入
手
し
て
い
る
。
簣
中
書
本
の
入
手
先
は
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
が
陶
太
定
の
編
集
を
経
て
い
な
い
本
で
あ
る
こ
と
（
少

な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
本
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
は
、
先
に
見
た
通

り
で
あ
る
。
簣
中
書
本
も
山
外
で
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
推
測
す
る
に
、
閔
一
得
在
世
当
時
、
康
煕
年
間
に
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編
纂
さ
れ
た
陶
太
定
本
は
、（
ま
た
し
て
も
）
金
蓋
山
か
ら
は
失
わ
れ
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
な
い
と
辻
褄
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。

陶
太
定
本
が
閔
一
得
の
時
に
は
散
逸
し
た
と
見
做
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
閔
序
の
な
か
の
以
下
の
部
分
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
最
初
の
部
分
は
、
既
に
引
用
し
た
箇
所
と
重
な
る
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。）

三
尼
醫
世
の
説
に
つ
い
て
〔
師
高
清
昱
に
〕
質
問
し
た
。
師
は
言
わ
れ
た
。

「
わ
た
し
は
か
つ
て
王
陽
明
先
生
の
簣
中
書
の
内
編
に
お
い
て
こ
れ
を
見

た
。
そ
の
門
人
の
王
龍
溪
が
刊
行
し
世
に
傳
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

伏
羲
や
黄
帝
が
み
ず
か
ら
世
を
治
め
た
大
道
な
の
で
あ
る
。
ま
た
か
つ
て

こ
れ
〔
す
な
わ
ち
三
尼
医
世
の
道
〕
に
つ
い
て
俗
世
に
滯
在
し
て
い
る
仙

人
で
あ
る
李
泥
丸
に
た
ず
ね
た
。
私
の
門
下
の
沈
一
炳
は
、
以
前
こ
れ
と

三
回
出
會
っ
て
い
る
。
一
炳
は
か
つ
て
三
尼
と
い
う
二
文
字
に
つ
い
て
泥

丸
に
問
う
た
。
泥
丸
は
、
こ
の
道
は
伏
羲
・
黄
帝
の
こ
ろ
か
ら
傳
わ
り
、

仲
尼
・
牟
尼
・
靑
尼
の
三
大
聖
人
が
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
敎
を
立
て
て
闡
明
し
、

三
敎
の
門
徒
が
お
の
お
の
そ
の
入
門
の
方
法
を
述
べ
て
一
篇
〔
ご
と
〕
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。〔
各
篇
の
書
名
を
〕
あ
る
も
の
は
説
述
と
い
い
、

あ
る
も
の
は
心
傳
と
い
い
、
あ
る
も
の
は
功
訣
と
い
い
、
あ
る
も
の
は
功

用
と
も
い
う
が
、
現
在
で
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
、
と
言
っ
た
」
と
。
私

が
高
〔
東
籬
〕
先
生
か
ら
聞
い
た
の
は
以
上
で
あ
る
。

以
三
尼
醫
世
說
問
師
。
師
曰
、
吾
曾
見
於
王
陽
明
先
生
簣
中
書
之
內
編
、

其
門
人
王
龍
溪
刻
以
傳
世
者
、
是
羲
黃
以
身
治
世
之
大
道
也
。
又
嘗
聞
諸

駐
世
神
仙
李
泥
丸
。
吾
門
下
沈
一
炳
、
曾
三
遇
之
。
一
炳
嘗
以
三
尼
兩
字
、

叩
於
泥
丸
。
泥
丸
曰
、
此
道
傳
自
羲
・
黃
、
仲
尼
・
牟
尼
・
靑
尼
三
大
聖

人
、
闡
以
立
敎
、
三
家
之
徒
各
述
其
入
門
之
徑
、
彙
成
一
編
、
或
曰
說
述
、

或
曰
心
傳
、
或
曰
功
訣
、
或
曰
功
用
。
今
散
軼
矣
。
余
昔
聞
於
高
師
者
如

此
。（
一
葉
表
〜
裏
）

こ
れ
は
、
閔
一
得
が
金
蓋
山
に
立
ち
寄
っ
た
高
清
昱
に
、
三
尼
医
世
の
教
に
つ

い
て
問
う
た
際
、
高
清
昱
が
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
高
清
昱

自
身
は
簣
中
書
本
を
見
た
と
言
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
沈
一
炳
が
出
会
っ
た

仙
人
李
泥
丸
は
三
尼
医
世
の
道
に
関
す
る
ほ
か
の
諸
書
の
題
目
と
と
も
に
『
説

述
』
に
言
及
し
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

先
述
の
通
り
、
沈
一
炳
の
仙
去
は
乾
隆
五
十
一
年
で
あ
る
。
乾
隆
年
間
の
末
頃

ま
で
に
は
、
閔
一
得
の
周
辺
に
は
『
説
述
』
を
散
佚
し
た
書
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
人
も
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
清
昱
は
簣
中
書
を
見
た
と
述

べ
て
い
る
が
、
閔
一
得
が
金
蓋
山
で
わ
ざ
わ
ざ
師
に
三
尼
医
世
に
つ
い
て
尋
ね

て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
答
え
る
の
に
簣
中
書
本
の
話
題
の
み
を
持
ち
出
す
と
い

う
こ
の
会
話
の
状
況
か
ら
は
、
や
は
り
当
時
、
金
蓋
山
で
は
『
説
述
』
が
既
に

失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
閔
一
得
の
時
代
に
は
、
金
蓋
山
に
お
い
て
も
陶
石
庵
本
は
失

わ
れ
て
い
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
な
現
実
が
、

閔
一
得
を
『
説
述
』
諸
テ
キ
ス
ト
の
収
集
と
刊
行
に
向
け
て
駆
り
立
て
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
見
過
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い
点
は
、
閔
一
得
は
『
説
述
』
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を
版
木
に
付
し
、
刻
本
と
し
て
世
に
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
簣

中
書
本
は
刻
本
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
陶
太
定
本
は
手
抄
本
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
朱
珪
蔵
無
名
人
手
跋
本
も
手
抄
本
で
あ
っ
た
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、

『
説
述
』
は
湖
州
を
中
心
と
し
た
小
さ
な
地
域
で
、
主
と
し
て
手
抄
本
と
し
て

流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
説
述
』
は
、
閔
一
得
に
よ
っ
て
改
め

て
版
木
に
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
広
汎
な
読
者
＝
修
行
者
の
も
と
へ
と
届
け

ら
れ
る
条
件
を
備
え
た
と
推
測
で
き
る
。「
三
尼
医
世
の
教
」
の
発
生
は
未
詳

で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
湖
州
周
辺
の
地
域
的
な
信
仰
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
閔
一
得
は
、
そ
れ
を
、
よ
り
広
汎
な
影
響
力
を
も
つ
伝
統
と
し
て

確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
四
│
三
│
二
）
王
常
月
と
の
関
係
づ
け

　

前
項
で
指
摘
し
た
、『
説
述
』
を
刊
行
す
る
こ
と
で
「
三
尼
医
世
の
教
」
に

広
汎
な
影
響
力
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
閔
一
得
の
意
図
は
、
彼
が
奉
じ
る
「
龍

門
正
宗
」
の
正
統
性
の
強
調
と
も
関
連
し
て
い
る
。
閔
一
得
は
自
身
の
著
作
の

中
で
複
数
回
に
わ
た
り
、
王
常
月
が
伝
戒
に
際
し
て
『
説
述
』
を
授
け
て
い
た

こ
と
に
触
れ
る
。
一
九
九
九
年
の
拙
論
で
指
摘
し
た
通
り
、
閔
一
得
は
、『
古

書
隱
樓
藏
書
』
所
収
『
皇
極
闔
闢
仙
經
』
巻
下
に
付
し
た
注
の
中
で
、
清
初
の

王
常
月
に
よ
る
伝
戒
の
際
に
は
『
三
尼
醫
世
説
述
』
三
千
餘
部
が
弟
子
三
千
餘

人
に
授
け
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、『
三
尼
醫
世
説
述
』

は
王
常
月
に
よ
っ
て
信
奉
さ
れ
て
い
る
と
閔
一
得
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
）
13
（

。
ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
陶
太
定
「
原
序
」
に
は
王
常
月

の
述
べ
た
言
葉
と
し
て
「
儒
燬
於
秦
、
釋
燬
於
晉
、
世
不
可
得
而
見
矣
。
世
所

流
傳
者
、
特
道
宗
醫
世
入
手
之
則
」（
七
葉
表
）
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
、
王

常
月
が
『
説
述
』
を
医
世
入
門
の
法
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
説
述
』
閔
序
で
は
、
黄
守
中
が
『
説
述
』
を
所
有
し

て
い
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

四
年
以
上
に
わ
た
り
官
職
の
た
め
に
旅
し
て
、
鶏
足
山
に
立
ち
寄
り
、
世

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
神
仙
で
あ
る
鶏
足
道
者
を
、
龍
樹
山
房
に
訪
問
し
た
。

仙
人
の
姓
は
黄
、〔
法
〕
名
は
守
中
、
西
域
の
月
支
の
人
で
あ
り
、
元
朝

の
時
に
中
国
に
至
り
、
久
し
く
鶏
足
山
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の

号
が
あ
る
の
で
あ
る
。
順
治
十
六
年
に
京
師
に
至
り
、
太
上
三
大
戒
を
王

崑
陽
律
師
か
ら
授
か
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。〔
中
略
〕
つ
く
え
の
上
に

本
は
少
な
く
、『
佛
說
持
世
陀
羅
尼
經
』
の
ほ
か
は
、
た
だ
『
三
尼
醫
世

説
述
』
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

越
四
載
宦
遊
過
雞
足
山
、
訪
住
世
神
仙
雞
足
道
者
于
龍
樹
山
房
。
仙
姓
黃

名
守
中
、
西
域
月
支
人
、
元
時
進
中
國
久
休
雞
足
、
故
有
是
號
。
順
治
十

六
年
入
京
師
、
求
授
太
上
三
大
戒
於
崑
陽
王
律
師
。〔
中
略
〕
案
頭
無
多
書
、

佛
說
持
世
陀
羅
尼
經
外
、
唯
三
尼
醫
世
說
述
。（
一
葉
裏
〜
二
葉
表
）

こ
こ
で
は
、
黄
守
中
が
王
常
月
か
ら
の
三
大
戒
授
戒
を
求
め
て
い
た
こ
と
と
、

彼
が
『
三
尼
醫
世
説
述
』
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の

『
皇
極
闔
闢
仙
經
』
の
記
述
に
照
ら
せ
ば
、
黄
守
中
が
所
有
し
て
い
る
『
三
尼
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醫
世
説
述
』
は
、
王
常
月
か
ら
受
戒
し
た
際
に
授
か
っ
た
も
の
と
し
て
こ
こ
に

言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　

管
見
の
限
り
、
王
常
月
と
『
三
尼
醫
世
説
述
』
の
関
連
に
つ
い
て
は
、『
古

書
隱
樓
藏
書
』
所
収
書
の
な
か
の
閔
一
得
と
陶
太
定
の
発
言
以
外
に
言
及
例
は

な
い
よ
う
で
あ
り
、
閔
一
得
が
編
ん
だ
『
金
蓋
心
燈
』
に
す
ら
触
れ
る
所
が
無

い
。
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
に
、
王
常
月
に
よ
る
『
三
尼
醫
世
説
述
』
の
伝
授
と

は
恐
ら
く
閔
一
得
が
創
作
し
て
伝
え
た
虚
構
の
物
語
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
、閔
一
得
は
、読
者
と
そ
の
よ
う
な
物
語
を
共
有
す
る
こ
と
で
、『
説
述
』

を
王
常
月
の
龍
門
派
（「
龍
門
正
宗
」）
の
正
統
性
に
関
わ
る
書
と
し
て
広
め
よ

う
と
意
図
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
王
常
月
の
傳

戒
行
事
に
お
い
て
『
説
述
』
も
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
物
語
に
よ
り
、「
龍
門
正

宗
」
な
る
系
譜
的
正
統
性
と
、「
三
尼
医
世
の
教
」
と
い
う
扶
乩
の
正
統
性
と

が
交
差
さ
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
閔
一
得
は
「
三
尼
医
世
の

教
」
と
い
う
金
蓋
山
と
深
い
因
縁
を
も
つ
伝
統
を
王
常
月
の
傳
戒
行
事
に
直
接

関
連
づ
け
る
こ
と
で
、
閔
一
得
に
代
表
さ
れ
る
金
蓋
山
の
龍
門
派
門
徒
と
王
常

月
の
「
龍
門
正
宗
」
を
濃
密
に
関
連
づ
け
て
、
金
蓋
山
の
龍
門
派
が
「
龍
門
正

宗
」
に
お
け
る
中
核
的
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
に

思
わ
れ
る
。
金
蓋
山
の
地
域
的
な
仙
道
の
伝
統
を
、
丘
処
機
以
来
の
偉
大
な
伝

統
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
自
分
が
修
行
し
て
暮
ら
す
場
所
を
偉
大
な
伝
統
の
帰

着
点
、
重
要
な
修
行
地
と
し
て
強
調
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
の
偉
大
な
伝
統
で
あ
る
「
龍
門
正
宗
」
も
、
ま
た
地
域
の
信
仰
で

あ
る
「
三
尼
医
世
の
道
」
も
、
共
に
閔
一
得
が
大
胆
に
創
作
し
編
集
す
る
こ
と

で
成
立
し
て
い
る
と
い
う
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
己
が
関
与

す
る
修
行
の
場
を
、
大
胆
に
盛
り
立
て
て
世
間
に
示
す
こ
と
が
、
彼
に
と
っ
て

は
大
事
な
仕
事
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

五
、
結
　
論

　

以
上
、
本
稿
で
は
閔
一
得
の
『
三
尼
醫
世
説
述
』
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

た
か
を
詳
細
に
検
討
し
た
。『
三
尼
醫
世
説
述
』
は
、
神
話
的
な
伝
説
と
し
て
は
、

伏
羲
・
黄
帝
以
来
、
三
尼
に
伝
承
さ
れ
た
三
教
の
本
經
を
踏
ま
え
、「
道
宗
」

つ
ま
り
道
教
に
関
わ
る
教
え
の
伝
承
を
、
唐
代
に
文
尼
で
あ
る
呂
祖
が
解
説
し

て
著
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
呂
祖
が
そ
の
文
を
地
上
の
何
処
で
開
示
し
た
か
に

つ
い
て
は
明
か
さ
れ
な
い
も
の
の
、
金
蓋
山
で
は
そ
れ
が
同
山
に
伝
承
さ
れ
た

と
い
う
説
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
湖
州
周
辺
で
成
立
し
た
同
書
の
一
本
が
金
蓋

山
に
も
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
本
は
あ
る
時
失
わ
れ
、
金
蓋

山
で
の
伝
承
は
一
旦
途
絶
え
て
し
ま
う
。
一
方
金
蓋
山
の
外
で
伝
承
さ
れ
た
本

の
ひ
と
つ
に
簣
中
書
本
が
存
在
し
、
こ
れ
は
王
守
仁
と
王
畿
の
間
で
伝
え
ら
れ
、

後
者
が
こ
れ
を
刊
刻
し
た
と
い
う
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
閔
一
得
の
手
元
に

簣
中
書
本
が
刻
本
の
形
で
存
在
し
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
事
実
な
の
で
あ
ろ
う
が
、

二
王
の
手
を
経
た
と
い
う
そ
の
来
歴
は
神
話
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

王
常
月
が
『
説
述
』
を
戒
子
に
授
与
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
雲
南
の
黄

守
中
な
る
人
物
が
『
説
述
』
を
所
有
し
て
い
た
と
い
う
物
語
も
ま
た
神
話
に
属

す
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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で
は
、
神
話
で
は
な
い
、
歴
史
的
事
実
に
根
ざ
し
た
『
説
述
』
の
成
立
と
展

開
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て

言
え
ば
未
詳
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
あ
る
い
は
呂
祖
の
乩
書
と
し
て
の

『
説
述
』
の
原
本
が
金
蓋
山
で
形
成
さ
れ
た
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な

い
が
、
複
数
の
本
が
太
湖
周
辺
地
域
に
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

金
蓋
山
の
外
の
呂
祖
の
乩
壇
で
成
書
し
た
可
能
性
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
つ

ま
り
『
説
述
』
の
起
源
と
は
、
金
蓋
山
を
も
含
む
湖
州
周
辺
の
い
ず
れ
か
の
場

所
で
成
書
し
、
そ
こ
か
ら
遠
く
な
い
小
さ
な
範
囲
で
流
布
し
た
、
と
ま
と
め
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
尚
、
そ
の
成
書
時
期
は
順
治
年
間
（
一
六
四
四
〜
一
六
六
一

年
）
頃
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

更
に
、
閔
一
得
を
信
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
康
煕
年
間
の
は
じ
め
に
陶
太
定
と

黄
赤
陽
が
金
蓋
山
で
『
説
述
』
を
、
呂
祖
の
扶
乩
に
頼
り
な
が
ら
（
実
際
に
は

他
所
か
ら
入
手
し
た
で
あ
ろ
う
本
を
参
照
し
つ
つ
）
再
構
成
し
、
そ
れ
が
手
抄

本
と
し
て
成
書
し
た
。
す
な
わ
ち
、
陶
太
定
本
で
あ
る
。
そ
の
後
、
そ
の
本
は

金
蓋
山
で
は
失
わ
れ
た
が
、
金
蓋
山
の
外
で
は
、
簣
中
書
の
よ
う
な
陶
太
定
の

手
を
経
な
い
本
と
と
も
に
、
お
そ
ら
く
書
写
さ
れ
る
こ
と
を
経
て
小
規
模
に
流

布
し
た
。
閔
一
得
は
、
湖
州
付
近
に
存
在
す
る
小
さ
な
「
三
尼
医
世
の
教
」
の

伝
統
を
、「
龍
門
正
宗
」
を
補
完
す
る
伝
統
と
し
て
重
視
し
、
諸
本
を
渉
猟
し
、

そ
の
う
ち
の
陶
太
定
本
と
簣
中
書
本
に
基
づ
い
て
、
独
自
の
テ
キ
ス
ト
を
構
成
。

さ
ら
に
、
自
ら
疏
を
加
え
て
、
そ
の
中
に
金
蓋
山
で
下
し
た
呂
祖
の
乩
示
を
注

と
し
て
織
り
込
ん
で
、
新
た
に
『
説
述
』
を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
、『
説
述
』

が
王
常
月
の
傳
戒
に
お
い
て
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
を
創
作
し
て
、
湖
州
周

辺
の
呂
祖
扶
乩
信
仰
の
伝
統
が
、
彼
の
構
想
す
る
「
龍
門
正
宗
」
と
密
接
な
補

完
関
係
に
あ
る
書
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
み
せ
た
。
お
そ
ら
く
清
初
、
湖
州

地
域
の
信
仰
で
あ
っ
た
呂
祖
扶
乩
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
『
説
述
』
に
つ
い
て
、

閔
一
得
は
陶
太
定
と
同
書
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
中
で
、『
説
述
』
を
金
蓋

山
の
書
と
し
て
描
き
な
お
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
龍
門
正
宗
」
の
正
統
性
と
も

関
連
づ
け
、
飾
り
立
て
た
か
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
結
論
は
以
上
で
あ
る
。

注

（
1
）　

金
蓋
山
の
龍
門
派
お
よ
び
扶
乩
信
仰
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、Goosseart: 2009, 

2011; Esposito: 2001, 2004, 2013; 

尹
志
華
二
〇
一
四
年
等
参
照
。

（
2
）　Esposito: 2001, 192-231; 2004, 621-698; 2013, “Part O

ne: Creation of Lin-

age, ” 17-88. 

森
：
二
〇
二
一
も
参
照
。

（
3
）　
「
三
尼
」
が
林
兆
恩
の
用
い
る
呼
称
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
汪
登
偉
：
二
〇
一

〇
下
冊
、
八
一
九
頁
参
照
。
林
兆
恩
の
用
い
る
三
尼
の
観
念
の
実
例
に
つ
い
て
は
、
門

人
陳
衷
瑜
訂
正
『
林
子
三
敎
正
宗
統
論
』「
山
人
」
へ
の
「
附
」
で
あ
る
「
三
尼
字
義
」

条
を
参
照
。
そ
こ
に
は
、「
或
問
尼
字
之
義
。
林
子
曰
、
尼
、
山
也
。
而
尼
也
者
、
是

亦
鎭
靜
不
移
之
義
也
。
故
孔
子
名
丘
、
字
仲
尼
。
而
老
子
曰
清
尼
。
釋
迦
曰
牟
尼
。〔
中

略
〕
林
子
曰
、
儒
之
執
中
、
道
之
守
中
、
釋
之
空
中
、
而
其
心
之
尼
、
可
得
而
動
耶
」

（
王
見
川
、
林
万
傳
主
編
『
明
清
民
間
宗
敎
經
巻
文
獻
』
第
三
冊
、
四
六
七
│

四
六
八
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
尼
」
は
「
山
」
す
な
わ
ち
「
鎮
静
に
し
て
移
ら
ず
」
の

意
と
さ
れ
、
心
を
不
動
に
す
る
こ
と
は
、
三
教
聖
人
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
理

解
に
基
づ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
閔
一
得
自
身

は
明
確
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、「
三
尼
」
の
説
に
つ
い
て
は
林
兆
恩
の
影
響
を
受

け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
古
書
隠
樓
藏
書
』
の
テ

キ
ス
ト
で
老
子
を
「
青
尼
」
と
す
る
の
は
、「
清
尼
」
に
訂
正
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

（
4
）　

こ
こ
で
は
『
藏
外
道
書
』
第
十
冊
所
収
影
印
本
を
使
用
。『
古
書
隠
樓
藏
書
』
第
八
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冊
『
天
仙
心
傳
』
に
載
せ
る
一
八
三
四
年
の
閔
一
得
序
（
三
十
五
葉
表
〜
三
十
六
葉
表
）

に
は
、
閔
一
得
自
身
に
よ
っ
て
当
時
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
古
書
隱
樓
藏
書
』
の

目
次
が
引
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
こ
に
は
『
説
述
』
と
『
功
訣
』
と
は
と
も
に
著
録

さ
れ
て
お
り
、
当
初
よ
り
こ
の
叢
書
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
管

窺
』
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
が
、
一
八
二
八
年
の
『
説
述
』
閔
氏
序
に
「
爰
附
管
窺

七
則
、
鈔
成
一
冊
」（
序
：
四
葉
裏
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
よ
り
『
説
述
』
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
書
隠
樓
藏
書
』
に
つ
い
て
は
、
汪
登
偉
：

二
〇
一
〇
、
陳
雲
：
二
〇
一
七
参
照
。

（
5
）　
『
金
蓋
心
燈
』
巻
三
「
陶
石
庵
先
生
傳
」
に
よ
れ
ば
、
陶
太
定
、
名
は
思
萱
、
字
は

𡵆
瞻
。
石
庵
子
は
そ
の
号
で
あ
る
。
明
末
の
帰
安
県
（
浙
江
省
）
に
生
ま
れ
る
。
生
年

は
未
詳
。
太
定
に
つ
い
て
は
森
：
二
〇
二
一
参
照
。

（
6
）　

こ
の
跋
は
版
心
に
「
三
尼
醫
世
説
述
功
訣
跋
」
と
刻
さ
れ
て
お
り
、『
功
訣
』
の
跋

で
あ
る
か
の
如
き
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
冒
頭
に
「
簣

中
書
」
と
い
う
『
説
述
』
の
異
本
に
つ
い
て
説
い
て
お
り
、『
説
述
』
を
視
野
に
い
れ

た
跋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
7
）　

陶
太
定
の
原
序
に
次
の
よ
う
に
い
う
。「
世
所
流
傳
者
、
特
道
宗
醫
世
入
手
之
則
、

蓋
呂
祖
駐
世
時
、
得
聞
是
説
、
闡
述
本
經
之
義
、
授
之
法
嗣
、
乃
本
經
注
疏
、
不
是
經

文
。」（
七
葉
表
〜
裏
）

（
8
）　

陶
序
で
は
、
本
来
金
蓋
山
に
あ
っ
た
『
説
述
』
が
何
者
か
に
持
ち
去
ら
れ
、
後
に
呂

祖
の
扶
乩
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
後
文
参
照
。

（
9
）　

黄
赤
陽
と
陶
太
定
に
つ
い
て
は
、
森
：
二
〇
二
一
参
照
。

（
10
）　
『
金
蓋
心
燈
』
巻
二
「
黄
赤
陽
律
師
傳
」
に
よ
れ
ば
、
黄
赤
陽
は
、
も
と
茅
山
に
居

す
る
龍
門
派
第
七
代
道
士
沈
太
和
か
ら
、
師
兄
の
孫
守
一
（
玉
陽
）
を
介
し
て
「
守
圓
」

の
法
名
を
送
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
北
京
に
赴
い
て
王
常
月
よ
り
「
守
元
」
と
い
う
名

を
授
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
巻
二
：
二
十
四
葉
裏
〜
二
十
五
葉
表
）。
ま
た
、
隠
真
子
の

號
も
有
す
る
。
黄
赤
陽
が
北
京
で
王
常
月
か
ら
大
戒
（
三
大
戒
）
と
「
守
元
」
と
い
う

名
を
得
た
と
い
う
『
金
蓋
心
燈
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
俄
に
信
を
置
き
難
い
が
、
閔
一

得
は
自
説
に
基
づ
い
て
「
守
元
」
の
號
を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
行
本
の
文
字
が
「
守
中
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
伝
写
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か

と
思
う
。
な
お
、
そ
の
名
の
複
雑
さ
を
避
け
、
本
書
で
は
便
宜
的
に
黄
の
号
で
あ
る
黄

赤
陽
を
も
っ
て
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
森
：
二
〇
二
一
参
照
。

（
11
）　

例
外
と
な
る
の
は
、『
説
述
』
坤
卦
本
文
「
此
爲
下
手
第
三
歩
」（
十
七
葉
表
）
に
付

さ
れ
た
閔
疏
に
「
簣
中
書
、
此
句
上
有
呂
祖
曰
」（
十
七
葉
表
）
云
々
と
あ
る
箇
所
で

あ
る
。

（
12
）　
『
説
述
』
閔
序
：
一
葉
裏
参
照
。

（
13
）　

森
：
一
九
九
九
、
二
五
七
頁
参
照
。「
律
祖
（
王
常
月
を
指
す
│
│
森
注
）
於
順
治
・

康
煕
間
、
五
開
演
鉢
堂
、
付
授
太
上
三
大
弟
子
三
千
人
餘
。
傳
戒
衣
鉢
有
呂
祖
醫
世
説

述
、
則
得
受
者
有
三
千
餘
部
。
豈
非
眞
道
之
大
行
乎
」（『
尹
眞
人
東
華
正
脈
皇
極
闔
辟

証
道
仙
經
』
巻
下
、
二
十
七
葉
裏
〜
二
十
八
葉
表
、『
蔵
外
』
⑩
三
八
一
頁
参
照
）。
た

だ
し
、『
金
蓋
心
燈
』
に
は
王
常
月
と
『
説
述
』
の
関
係
を
示
唆
す
る
語
は
見
当
た
ら

な
い
よ
う
で
あ
る
。
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